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校長  渡邉  幸二  

去年の今頃、まったく同じのタイトルで先生方にこのおたよりをお届けしたことが

あります。先日の就学時健診の保護者向け講話でもこのことに触れました。 

なぜか？ 
浜田っ子だけでなく、今子どもたちを見てい

ると、親の愛着を十分受けられてないように思

うからです。我が家の孫を見ていてもそう思い

ます。 

確かに今の親は、かわいそうなほど忙しいと

思います。共働きの世帯も多くなっています。

我が子とかかわる時間的な、あるいは精神的な

ゆとりがなくなっているためなのか、短時間で

効果的にしつけようとする傾向が強くなってい

るように思うのです。虐待が年々増えているこ

とも、さまざまなゆとりのなさの表れなのかも

しれません。そういう中では、ついつい管理的

なしつけや叱る、怒るなどの注意が優位になる

でしょう。ですから、少しでも良い関係を保ち

ながら、しつけ(＝どう生活するのかの｢枠組み｣

を入れること)をして欲しいと思い｢ＹＯＵメッ

セージから、Ｉメッセージへ｣のことをお話しさ

せていただきました。 

辛い時こそ 
最近、学級経営が大変なところが市内のあちこちで見られます。いろんな要因でそ

うなってしまうのでしょう。 

ちょっと辛い状況の時、私たちは右のような｢ＹＯＵメッセージ｣をついつい連発し

がちです。それを聞いている子どもたちは批判されている、責められていると感じる

でしょう。はじめ神妙に先生の話を聞いていたとしても、自分を守

るためにやがて反発するようになるのもおそらく時間の問題です。

それは、スライドのような心理によるものだとアドラー心理学の本

を読むと書いてあります。 

そんな時は、子どもたちのよさを見つけて｢ほめる｣というのも効

果的だと思います。しかも、当たり前のことに注目して認めるとい

うことが大切です。しかし、最近読んだ左掲の｢承認欲求の呪縛｣を

読んでみても、アドラーの本を読んでも｢えらいね！｣と言うことは

“勇気づけ”の視点からは好ましくないようです。 

 

ＹＯＵメッセージから、Ｉメッセージへ② 
ついつい｢注意｣が優先になっている親へ、学級へ 

 

 



(あなたは)えらいね！ 

｢ほめる｣ことは大切ですが、どうしても上から目線の

｢評価｣になってしまいます。その評価を得たいがために、

教師(親)の前だけはそうふるまう子どもが出てきてしま

うのもうなずけます。それでは子どもたちは｢じりつ(自

立･自律)｣しているのではなく、他者依存のままじりつで

きない子ども(大人)になってしまいます。いくらほめて

いるようでも、ＹＯＵメッセージは、きっと批判･攻撃と

同じように評価と感じてしまうのだと思います。 

 

 

Ｉメッセージを心がける 

この I メッセージというのは、本当にち

ょっとした出力の違いなんですが、伝わり

方がまるで違う、自分も言われてみると｢な

んかそうしたいな！｣と自立の方向で考え

ようとする、ある意味魔法の言葉だと思い

ます。 

学級の中で、何か好ましくない言動をす

る子どもたちを前にすると、私たちは｢何で

そんなことするの！｣とＹＯＵメッセージ

で伝えたくなるところですが、それを｢みん

なが一生懸命がんばっている中、残念に思

うな｣とか｢次からはそんなことやらないと

信じているよ｣というＩメッセージで伝え

てみるのです。劇的な変化は起きませんが、

じわりじわりと子どもたちの心にしみてく

るんだと感じています。 

｢よさに注目する｣が基本 

そして我々は、アドラーがよく言うよう

に、だめなところに注目して注意を促す指

導をくり返すよりも、当たり前のことができているよさに注目した指導にシフトすべ

きだと思うのです。｢そこ！ちゃんと並んで！｣と言うより、｢○○さんの列の並び方、

早くてカッコ良くて、先生うれしくなっちゃう！｣というよさに注目したＩメッセージ

で伝えていくのです。こちら側の気持ちを伝え続けることで、子どもたちの他者意識

はきっと高まることでしょう。コミュニケーションの基本である、相手の気持ちを考

えることも徐々にできてくるのでしょう。 

私は、Ｉメッセージにはそんな効果、力があるのだと確信しています。 

 
 


